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平成19年8月8目

都道府県医師会

郡市区医師会

　社会保険担当理事　殿

目本医師会常任理事

　　　　　鈴　木　　満

朝日新聞朝刊1面記事への対応について

　本目付、朝日新聞朝刊1面に、「産科・救急報酬引上げ検討一厚労省案医師不足

解消を重視」という見出しで、中央社会保険医療協議会（中医協）で検討される2

008年度（平成20年度）診療報酬改定の主要項目が7目に明らかになったとい

う記事が掲載されました。

　同記事においては、「病院での夜間診療を地域の開業医が交代で担う」、「開業医の

初診・再診料を引き下げる一方で、時間外や訪問診療報酬を、これまでより高くす

ることも検討する。」など、あたかも方針が決定されたかのような内容が記載されて

います。また、中医協マターではない在宅療養について付言していることも内容の

不確実なことを裏付けています。

　しかし、別紙のとおり、本目8目午前10時より開催された中医協総会において

提出された「平成20年度診療報酬改定に向けた検討項目例（案）」は、検討対象項

目の例として示したにとどまり、次回の中医協において本格的な議論を開始し、内

容を具体的に詰めていくこととしております。

　本会といたしましては、このような誤った内容が、中医協の議論の前にメディア

に流れたことの重大性に鑑み、厚生労働省に対し事実確認を求めるとともに、中医

協を軽んじるような行動・言動がないよう、強く申し入れたところであります。

　次年度診療報酬改定については、プラス改定実施のための財源の確保に向けて、

現在本会として活動を展開しているところであり、報道のような事実はないことを

ご理解いただきますようお願い申し上げます。

　なお、本件に関しては、中医協の土田会長に遺憾の意を表明し、再発防止に万全

を期すよう申し入れを行うことを申し添えます。

（添付資料）

1．朝日新聞1面記事（平成19年8月8目）

2．平成20年度診療報酬改定に向けた検討項目例（案）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成19年8月8目　中医協総会）
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平成20年度診療報酬改定に向けた検討項目例（案）

　　　　　　　（議論のためのたた・き台）

平成2。年度診療報酬改定に向けた検討については・今後社会保障輩議

会においてとりまとめられる基本方針や内閣において決定される改定単

離纏麟鍵潔撫養翻難罐
じている状況もある中で、地域医療の確保・充実に特に配慮を行つととも

に、具体的な検討項目例としては、以下としてはどうか。

人離嚢雑書，雪黛欝欝1辱，讐撚轟轟
行われている検討を踏まえて進めることとする。

1　より良い医療の提供を目指すための評価

①医療の実情を踏まえた視点からの検討

　ア　勤務医の負担軽減のための方策

　イ　救急医療、産科医療、小児医療等の重点的な評価

②医療機関・薬局の機能を踏まえた視点からの検討

　ア　初診料・再診料体系等の外来医療の評価の在り方の検討

　イ　入院医療の評価の在り方の検討

③　個別の医療施策を推進する視点からの検討

　ア　がん対策を推進するための評価の検討

　イ　心の問題等への対応と適正な評価の検討

1



2　患者の視点の重視

○　安心・納得できる医療の評価の検討

3　医療技術の適正な評価

①
②
，
③

真の医療ニーズに沿った医療の評価

医療技術の評価・再評価

医療の質の評価

4　革新的新薬・医療機器等イノベーションの適切な評価と後発品

の使用促進

5　上記以外の重要項目

①
②
③
④

歯科診療の特性を踏まえた適正な評価の検討

D　P　Cの在り方の検討

診療報酬改定結果検証を踏まえた検討

その他

②


